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介護主任
土屋  春奈

日々の生活の中で、ご利用者様の
声に耳を傾け、笑顔が多く穏やか
に、ご本人様のペースで生活がで
きるようスタッフ一同努めていき
たいと思います。

令和６年度 各部署所信表明

土肥ホーム

介護主任
土屋  春奈

ご利用者様、ご家族様がショート
ステイにきて良かったと思ってい
ただけるようなサービスを提供で
きるようスタッフ一同努めていき
たいと思います。

土肥ショートステイ

主  任
荒川  ゆかり

一緒に生活をする中で、季節を感
じる様な雰囲気を作り、ご利用者
様との関わりを大切にしながら
日々笑って楽しく過ごしていきた
いと思います。

菜の花ホーム

主  任
新澤  常治

皆様が健康を維持しながら在宅
生活が送れるよう、機能訓練や物
忘れ予防につながる選択プログラ
ムに力を入れており、個別のニー
ズに応えていきます。

戸田デイサービス

主  任
浅賀  えみ子

安心して外出でき、地域の方々と
のコミュニケーションの場として、
生活の張りになるようなサービス
提供を目指します。

土肥デイサービスいきいきクラブ

主  任
長倉  千景

在宅での生活が少しでもその人ら
しく、安心して、継続して生活で
きるようご利用者様のニーズに合
わせた援助を心掛けて行っていき
ます。

土肥戸田ホームヘルプ

センター長
黒川  正樹

新たに生活コーディネーターを配
置し、地域住民活動の後方支援
や土肥地区における地域課題解決
に向けた各関係機関との連携を推
進します。

土肥地区地域包括支援センター

主  任
佐藤  孝之

住み慣れた土肥・戸田地区での
生活が継続できるようご利用者
様、ご家族様に寄り添い介護・福
祉・医療・地域と連携したケアプ
ラン作成をお手伝いします。

土肥戸田居宅介護支援センター

管理サービス課長
河内  政和

この地域で、皆様の安心な生活に
資するようなサービス提供と職員
の生きがいを見いだせるような職
場づくりを目指し、事務部門とし
て職務に励んで参ります。

事　　務

主  任
鈴木  明美

今年度、厨房では味や栄養だけでなく
季節感、量、盛付け、常に満足して頂
けるよう改善に努めて参ります。安心、
安全で食事を楽しんで過ごせますよう皆
さんの健康と幸せを願い、日々心のこ
もった食事を提供致します。

厨　　房



周知しなければならない事、知っ
てほしい事などを発信し勉強す
る場を作る委員会です。職員
全員が参加しやすい様に Zoom
を活用した研修会で有意義のあ
る研修を考えていきたいです。

研修委員会

広報誌部会では、広報誌「は
まゆう」を通じて、土肥ホーム・
戸田デイサービスの活動や取
り組み等をお伝えしています。
今年度はこの４名でお届けして
いきます。

広報委員会 広報誌部会

災害に備え、毎月１回地震・
風水害などを想定した防災訓
練を実施しています。また、
小土肥地区地域防災協定に基
づき地域住民の方々と連携し
た訓練にも取り組んでいます。

防災委員会

風景冬 春から 各部署の

土肥ホーム

各委員会の
案内

令和６年度から新規メンバー
になりました。これからも施設
や土肥地域のことを掲載して、
土肥ホーム・菜の花ホームの
ことを紹介していきたいです。

広報委員会 HP部会

今季の互助会です。コロナの
関係もあり中々大きな活動は
出来ないのですが、その中で
も出来ることを考え事業計画
を立てていきたいと思います。

互　助　会



編 集 後 記

土肥・戸田 ホームページ

皐月の風に攫われて青空へ舞う桜が美しくもあり儚く魅せる季節
になりました。新たな生活を始めている方も多いと思います。私
もその一人です。新しい環境で生活をしてみると知らなかった事
を学び、当たり前にしていた事が有難い事だったと気づかせてく
れます。今回の内容は新しいフレッシュな感じをテーマに作成し
たのでそこを感じて頂けたら嬉しく思います。これから始まる新
年度も変わらぬメンバーで広報誌を作成しますので楽しんで頂け
るように頑張りたいと思います。　　　　（広報誌部会　M☆RI）

ホームページでは日常の様子や出来事、様々な
取り組み等も公開中。是非、ご覧下さい。

土肥ホームの日々 検索検索

土肥ホーム

戸田デイサービスの日々 検索検索

戸田デイ

サービス 新人紹介新人紹介
令和５年９月以降

採用分
鈴木 心菜

（土肥ホーム介護職）
吉村 咲之介

（土肥ホーム介護職）

勝呂 一郎
（土肥ホーム調理員）

杉山 武臣
（土肥ホーム労務員）

松本 大貴
（土肥ホーム介護サポーター）

令
和
６
年
度 

事
業
計
画

　

令
和
6
年
度
は
、
今
後
の
事
業
継
続
に
向
け
た
課
題
を
明

確
に
捉
え
、
実
践
に
繋
げ
て
い
く
事
を
重
点
目
標
と
し
ま
し

た
。

　

地
域
の
慢
性
的
な
介
護
人
材
不
足
、
職
員
現
役
世
代
の
高

齢
化
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
担
い
手
不
足
は
事
業
継
続

に
お
い
て
最
も
重
要
な
問
題
で
す
。
介
護
人
材
不
足
を
解
消

に
繋
げ
る
た
め
、
今
後
の
業
務
に
効
率
化
と
し
て
介
護
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
介
護
Ｄ
Ｘ
と
は
、
介
護
現

場
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
取
り
入
れ
、
従
来
の
介
護
業
務
の
見
直

し
や
効
率
化
や
生
産
性
を
向
上
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

介
護
人
材
の
確
保
が
困
難
な
地
域
で
あ
る
た
め
、
職
員
の
働

き
や
す
さ
や
離
職
防
止
や
高
齢
に
な
っ
て
も
働
く
こ
と
が
出

来
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
先
行
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
、
更
な
る
業
務
効
率
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
入
居
系
サ
ー
ビ
ス
の
待
機
者
不
足
も
課
題
で
あ
る

た
め
、
入
居
待
機
者
の
確
保
に
繋
げ
る
よ
う
従
来
の
営
業
戦

略
だ
け
で
な
く
、
新
規
獲
得
に
向
け
た
新
た
な
戦
略
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

　

経
営
面
で
も
常
に
適
切
な
運
営
が
行
え
る
よ
う
安
定
的
な

経
営
を
目
指
し
、
老
朽
化
設
備
の
更
新
や
突
発
的
な
修
繕
更

新
に
つ
い
て
も
着
手
で
き
る
よ
う
、
費
用
に
耐
え
う
る
資
金

確
保
を
目
標
と
し
ま
す
。

　

災
害
に
関
し
て
は
、
能
登
半
島
沖
地
震
に
災
害
応
援
職
員

を
派
遣
し
ま
し
た
が
、
災
害
応
援
の
経
験
を
今
後
の
備
え
と

し
、
災
害
対
策
に
活
か
す
よ
う
、
事
業
復
旧
の
体
制
づ
く
り

や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
、
備
蓄
の
整
備
、
更
な
る
地
域
連
携
の

強
化
を
推
し
進
め
ま
す
。 福

室
　
悦
子

施
設
長

土
肥
ホ
ー
ム
・

戸
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
石
川
県
能
登
半
島
に
て
最
大
震
度

７
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
能
登
半
島
地
震
後
の
１
月
21
日
か
ら
１
月
24
日
の

４
日
間
、
静
岡
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）
と
し
て
、

1.5
次
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
石
川
県
金
沢
市
の
か
な
ざ
わ
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
災
害
派
遣
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

常
時
、
２
０
０
人
か
ら
３
０
０
人
の
避
難
者
を
、
各
県
か
ら

派
遣
さ
れ
た
災
害
派
遣
チ
ー
ム
１
０
０
名
前
後
で
支
援
に
入

り
ま
し
た
。
以
前
、
熱
海
市
伊
豆
山
土
石
流
の
派
遣
に
も
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
ホ
テ
ル
が
避
難
所

で
し
た
が
、
今
回
の
避
難
所
は
大
き
な
体
育
館
に
テ
ン
ト
を

張
り
、
毎
日
30
人
か
ら
50
人
の
避
難
者
の
入
れ
替
え
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

胃
腸
炎
が
流
行
す
る
時
期
と
重
な
り
、
感
染
症
の
蔓
延
に
も

注
意
が
必
要
な
状
況
で
し
た
。
各
県
か
ら
派
遣
さ
れ
る
災
害

派
遣
チ
ー
ム
も
毎
日
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、
情
報
共
有

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
30
年
以
内
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
確
率

が
70
％
〜
80
％
と
な
っ
て
い
る
今
、
今
回
の
経
験
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
対
応
、
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
被
災
地
を
訪
れ
て

施
設
サ
ー
ビ
ス
課
長

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
登
録
員

梅
原  

将
行




